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な
け
，卞

.^
な
ぢ
ぬ
0,
而
レ
1
そ
れ
が
人
_の
意
思
の
^
容
^,
な
し
ノ
行
爲
の
指
釘
と
な
る0
 

.
 

•
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、
併

し

な

が

ら

還

と

わ

て

Q

調
和
が
、

」

薩

li

擎

■

さ
れ
る
と
縫I

い
。
不
調
和.名

t
際
に
免
か
れ#
な
い
。
そ‘ 

れ
は
一
時
的
な
も
の
で
も
な
け
ル
ば
、
态

：ー
細
，な
も
の
で
も
な
い

0
人
の
性
質
ぞ
れ
自
體
の
中
に
在
る
も
の
で
扣
气
社
會
的
環
境
の
中 

に
も
存
在
す
る
。
たJ
不
調
和
は
，人
々
ひ
遭
を
嫖
い
.て
よ
り
調
和
の
あ
る
世
界
へ
赴
か
.せ
ふ
.素
材
と
な
る
ァ
か
く
し
て
社
#
,の
.、ぎ
步
は 

.
不
斷
の
試
行
錯
誤
の
条
譜
を
展
開
す
■る
。
，我
々
が
自
己
の
意
思
的
行
爲
を
よ
り
诗
甶
に
す
る
途
が
ぞ
の
經
驗
の
蓄
積
を
通
じ
て
決
め
ら

|

—

 

る
。
そ
れ
は
同
時
に
满
々
の
主
觀
'的
^
值値

！
：S

が
よ
り
籠
的
に
な1]
)
よ
り
合
孤'的
に
.な
る
と
い
ふ
こ
と
こ
外̂
,ら
な
、o 
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 ̂

^

ル
後
に
览
及
つ
い
た一
應
の
綠
論
' ^
、
,未
'-
^

最
初
に
提
出
し
た
疑
問
に
答
へ
る
•に
十
分
な
も
の
.

^
な
づ
て
ゐ
な
い
。
私
が
論
證
し
よ
ぅ 

と
し
た
こ
と
は
、
い
は
ゆ

る「

空
想
的」

とi
は
ゆ
•る「

称
擧
时」

と
の
通
俗
的
な
區
別
が
秘
め
て
壽
的
な
理
解
に
止
ま
’る
の
で
あ
る 

こ
，と「

論
a

が
非
合
理
的
な >

の
で
な
く
し
て、
' 

哈
理
的
な
も
の
.
で
あ
る
>

' K

、
而
し
て
跑
歩
の
社# ;

赞
'學
の
途
を
示
す
，こ

と

にあ
つ

^

ヽ
、; 1;
1

;

に
:«

沾

％
; 1
^

|

^

^

衡̂

^

挪
％

象

潇.：
黑

；
靡
魏
撕

^:

最
»'
^

^

偷
;1
#.
>

觀
«-

と
歷^-5
^

^

_

^:

■^
^

/■
«
に
谕
及
し
，な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
の
小
論
文
で
は
、
僅
か
に
彻
題
，の
提
出
と
、
消
極
的
な
批
判
と
最
锬
に
倉
思
の
ぎ
坩
に
關
す
る 

1
應
の
結
論
を
以
て
、
リ§
題
の
解
答
の
一
定
の
方
向
を
暗
示
す̂
こ
と
で
滿
足
し
な
く
て
ば
な
ら
双
。
，

'j

唯

物

史

觀

に

於

け

る「

生

產

方

法r
「

生

產

ガ

I,

の

問

題

2

0

平

a ■

井

唯
物
^

^
が

人

调
.1
1
:會
の
發
展
原
動
，ヵ
を
尊
ら
生
產
方
设
芡
は
生
產
カ
'に
次
め
る
唯
物
ー'元
論
で
あ
'^
こ
と
‘は
旣
に
人
か
ょ
く
知.つ
，て 

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
べ
て
の
人
間
社#
の
變
化
の
窮
極
f

を
人
間
め
頭
腦
の
活
動
、
帥
ち
永
遠
の
眞
现
や
花
義
に
樹
す
る
人
問
の

_

_

ブ;§
_

霸

、—

課
,

要

因

警

氛
_

屋

進

證
1

靈

_

ぃ.
編
^

と
こ
ろ
に 

ー_
元
的
史
觀
と
し
て
の
唯
物
史
覜
の
眞
歡
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

「

>
の
史
觀
を
繞
る
問
題
の
核
心
は
生
糜
方 

法
、
坐
產
カ
0 >

狐
念
に
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
唯
.
史
觀
の
成
否
は
一

 

'つ
に
懸
つ
て
吾
等
の
概
念
の
も
つ
內
的
襁
造
の
上
に
あ
. 

-る
譯
で
^

つ
で
、
こ
れ
等
の
概
氣
が
梁
し
て
，マ
ル
ん
ス

——

ユ
ン
ゲ
ル
ス.
の
言
ぅ
通
か
撤
頭
徹
尾
、_物
赁
的
性
質
*の
も
の
で
あ
れ
ば
、
論 

理
上
首
尾
一
贳
し
て„お
つ
1

內
在
的
に
は
'
ー
應
問
題
は
な
い
と1
K
ぅ
こ
と
ガ
で
き
る.
が
、’
若

. 0

そ
ぅ
で
句
く
て
此
等
の
概
念
に
、非
物
質
的 

分
子
®

ち
«

念
的
精
神
的
要
素
が
含
ま
、れ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
唯
物
，一
元
論
に
撒

.
つ
■て
歷
史
y

解
釋
せ
ん
と
す
る
唯
物
史
覜
は
當
然
、
稂 

廣
* >
^

動
搖
を
來
た
す̂-
の
と
考
え
な
く
て‘は
^

る
ま
い
:°
.
'
.
:
:

.

.
, 

广 

，
然

ら

ば

マ

，
ル

-ク
ス
丨--

i

ン
グ
ル
ス
は.
生
產
方
法
"

度
産
/

^

概
念
め
下
に
见
し
で
何
を
理
解
し
て
い
た
.
で
あ
ろ
、？
か
。
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八
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0

5

s
 

'

'

マ
ル
ク
ス
の
繫
はI

難
f

以
.
て
；
間

ぇ

て

い

辱

が

、
，
そ

れ

s

論
：
彼
ひ
m
f
考
が
深
遠
で
ぐ
證
が
商
大
でt

た
め
に
H

 

’
が

そ

れ

に

も

咐

し

て

、
-
彼
の
用
語
ノ
措
辭
が
概
ね
^

*

腰
味
で
朋
確
を
缺
，い
で
い
、る

-
5

で
が
る
と
f

。
-
マ

ル

ク

ス

も
の 

は

誰

し

飞

底

知

れ

ぬ

.彼

の

擧

職

に

驚

歎

す

る

と

同

時

に

、

難

跪

，
で

、

多

彩

な

彼

1

現
に
闽
惑
す
る"
 

'彼
は
、
そ
.の

ザ
i

獨
特Q

概
念 

ゃ
々
の
_

に
就
て
、
I

こ
れ
を
师
到
；
規
定
し
、
解
朋
す
る
充
分
0 -

勞

を

取

各

ぃ

で
/

、ぐ
ん
-

0

と

議

論

螽

め

て

行

く

の

で

滴

.
、 

f

半
心
半
疑
の
ま
,
で
超
い
て
き
ぼI

唆
ぅ
。
表
現
の
難
解
、
そ
し
て

g

味—

こ

、
に
マ
ル
ク
ス
聽

§

が
曝
か
れ
る
。
無
^

 

そ
へ
の
實
は
、
が
と
し
て
マ
ル
ク
ス|

が
負
ぅ
.べ
f

 

で
f

 ?

こ
の
點
に
關
心
て
、
猶
ほ
マ
ル
ク

K

齒

く

倾

到

し

て

ゐ
S

5

 

. 

ン
バ
ル
ト
t

r

’
Tル
ノS

5

1

の
概
念
I

I

義

し

受

な
い
の
で
、
，破

の

取

念

發
f

'
多
義
且
つ
暖
味
でf

。
惯
値
、

_

へ1

- 1
ゃ_

^

肩

_

薩

1

屢

、

(

着

み

看

量

霧

發

漏

^

^

.の
：_

重

顏

ガ
全
く
缺
け
て
い
る
。
そ
れ
だ
か
ら

『

資
木
論』
■の
大
部
分
は
、
セ
、、、、ナ
丨
ル
論
文
，
^
し
て
1

非
常
に
惡
い
點
が
付
け
ら
れ
る
の
だ

」 

4

S
に
課
し
て
ゐ
る
が
、
大
體
適
評
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ゾ
シ
バ
ル
ト
は
抱
摘
し
、
て
は

•い
な
い
が
、-踏
級
ゃ
國
家
の
§

こ
|

, 

も
亦
同
錄
で
あ
る
。
階
級
の
問
題
は

「

資
本
論」

笫
三
卷
の
最
I

で
僅
か
に
'そ
の
片
鱗
を
見
せ
た
に
す
ぎ
す' 
譲
論
は
全
く
斷
吣
零 

g

管

A
つ
て
い
る
こ
と
は
人
の
ょ4

毛

い

|

专

で

倉

。
、そ
し
5

に

麗

と

す
|

物

凝

ゃ

矣
^

^

^

^

;
 

法

方

法
■

力

に

就

，
て

も

何

等

確

定

的

9

說
明
が
與
ぇ
ら
れ
な
い
ま
、.に
終
つ
て
か
る
。「

生
み
つ
放
し
で
、
育
て
な
い

I 

士
d

 

4
は
介
と
し
て
4

ル
ノK

Q

免
か
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
ぅ
。
こ3
い
ふ
事
情
か
ら
、
娘
S

義
に
對
レ
て
f

p
解
釋
ゃ
於
義
が
生 

>

の

夕

あ

こ

と

で

あ

、
る
#
て
ノ
レ
ト
が
マ
ル
ク
ス
の
言
說
を
蝙
福
に
な
ぞ
ら
ぇ
て
、
鼠
に
兄
ぇ
る
所
も
あ
り
、又
岛
に

!^
久
る
^' 

も
あ
るS

と
！
：！

つ
て
い
る
ひ
は
妙
評
で
，あ
る
と

S
3

ぅ0 

バ 
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.
V 

- 

. 

■ 

T
-
- 
: 

_ 
一-
-
-
.
. 

、
•

■-

'

•■
-,
,
:•
.-

-

;

■
.
.
.
け-

』

-ハ
-
.，-て
.
■

■I 

- * 

-
. 

.

V 

• 

■ 

•
• 

• 

..
 

. •

.
< つ：

• 

V 

. 

■-■■/«■•■
 

■ 

. 

■ 

■

*
'
.
?
.

 

.

.. 

、
- 

•
.

、

r
t

. Karl M
a
r
x

 

s
d 

die S

目ale Wissenschaft 

.
 

A
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s
l

晉

ft 
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s
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a
lpditik. 

s.

,

2
6
,

1
9
000
,
.
 s. 444-445: 

V 

,
 

'
2
〕

Pareto,: S
y
s
t
e
m
s

 socialistes, V
o
L

 2, p. 

342.
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.
こ
れ
ま
で
唯
物
史
覜
に
、加
へ
ら
れ
た
條
釋
の
中
で
枭
|
有
カ
な
<
の
ば
、
.マ
ル
：ク
ス
、の?

フ
生
產
方
法
、
生
產
办
を
寒
ら
技
術
の
意
味
、
 

に
'解
し
て
、
唯
I
史
，觀
は
播
竟
，、.社
舍
の
發
展
、
3
化
を
I
術
に
侬
で
說
朋
.せ
ん
と
す
る111M

は
ば
技
術
史
餅
で
あ
る
と
解
す
る
も
の
で
命 

?

、
，。ハ
ゥ
ル•

バ
ル
'
ト
、
、、ソ
ン
：パ
ル
ト
、

ハ
ン
セ
ン
等
の
甑
敎
授
並
.び
に
マ
ル
ク
ス
、王
義
货
で
あ
を
ゴ
ル
テ
ル.や
ブ
ハ
'リ
ン
等
ひ
八
達
.
 

'が
こ
れ
に
#
す
る
。
 

■
 

^
 

'

パ
ゥ
ル•

バ

ル

ト

「

へ
ー
ゲ
ル
、及
び
へ
ー
ダ
ル
派
め
歷
殳㈣
學」

(

一
八
九
0

$
难

に「

社
會
學
と
し
て
，の
歷
史
怦
學

」

へ
一
八 

九
七
年T

の
儲
著
に
ょ
り
夙
に
屈
强
な
る
；マ
ル
ク
ス
讲
濟
家
ど
し
て
著
聞
ん
ズ
，い
る

.が
、：
彼
の
唯
物
史
觀
批
ぼ
の
耍
點
は
次
の
加
く
で
あ 

る
。
卽
ち
マ
ル
ク
ス
の
歷
史
覜
に
は
何
等»
じ
い
ん
の
は
な
い
。V
O.
-M
CD
'
歷
史
紙 

1

Mに
サ
ン
ン
シ
モ'
ン

に

依

て

先

唱

さ

れ

仁

も

の

，
で 

あ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
はf
、
サ
ン
.
シ
モ
ン
，に
ょ
っ
ヤ
獨
方
拘
地
抱
を
與
人
ら
れ
，ね
«
念
盼
要
素
を
こ
の
地
位
か
ら
引
下
ろ
し
て
、こ

れ
.
 

を
悉
く
經
猶
的
運
動
に
猫®
さ
せ
、
そ
の
他
の
一

切
*'

の
社
#
現
象
を
技
術
の
進
歩
の
結
姐̂;
考
へ
^:
の
で
あ
る
。
れ
た
マ
ル
ク
ス
は
、
技‘

:
:蕭

: 1
1

1 :
職

義

爹

：
響

：_
質

雾

1

^

_

:

:

_
雇

霧

生
#

き

.

«

_

使
)̂
膽

ぼ

載
_

^
、？1
:1
;

®
顧

^

^

犠

猶

.る
も
の
で
あ
っ
て
？
決
し
て
そ
れ
肖
身
、
猢
立
の
M

關
係
を
も
.
‘っ
も
の
で
は
な
い
。'、マ
ル
ク
ス
に
ょ
れ
ば
因
规
ひ
’齋
列
は
次
の
如
く
で

■

,

_

蕾

; 1
_

1 ,
證

蓮

驗

- «
^

^

|
靈

_

暴

義

_

廳

_

疆

_

0

-

_

部
#
毁—

】

宠

や

社

俞

意

識

形

毁

こ

，
か

ょ

、
，
フ
に
、

技

•

術
f

展
が
«:
:#
.の
痛
化
を
決
定
す
る>

,0
と
‘マ
ル
ク
ス
は
象
へ’て
い
.た
01)

' 

、
'唯
物
把
觀
'1
C
於
け
‘
，る

,.
S'
產

方

法

1

ン

「

也
'座
力
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間
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*

物
处
觀
に
於
け
メ

「

農
方
法j
,

T

,

力j

のs

 

'

、
' 

-

•
ミ

ノ

' 
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.
確
力
に
マ
•ル
ク
ス
も
-
ンV

ル
ス
も
技
術
に
對1し
て
.格
別
の
關
心
、を

舊

又

こ̂

に
對
し
て
、
多
大
の^ ,
賴

を

匿

い

て

い
;̂
こ

と

は

都 

賢
て
あ
つ
て
、
:i
の
點
•か
ら
す
rt
ば
、
掛
術
說
が
坐
介
る
の
も
成
程
無
理
か
ら
ぬ
所
で
_あ
る
と
思
は
れ
る0
技
術
說
，は
贫
カ
な
る
典
ぶ
の 

J
に
进
ir
i
付

け

ら

れ

て

，
•

?:
,
し 

> に
唯
物
史
观
に
對
心
て
ー
づ̂
/0
強
な
解
釋
を
與
え
.?
:
も
の
で
あ
る
。
こ
の̂

は
疑
を
容
れ
ぬ
。
平)

:
-r
M

題
.

^

.

〕

.れ
で
■は
^

^

力
.な
.

«

# '

說
•'
^

^

.•b

.
' T
y
 

.ル.
>
.
.
'
ス
，..の
.眞
意
に
合
致
す
る
も'
の
.で
あ
ら
.う
か
'。.
.达
は
そ
-ナ
考
人
.
.
^
.
、
.
。

こ
し
か 

に
掛
術
•說
は
唯
物
史
觀
の
心
底
に
强
く
觸
れ?:
も
の
に
違
ひ
は
な
い
が
、
，
さ
れ
ば
と
言
つ
て
、
唯
物
蠱
を
人
類
歷
史
の
技
術
的
嫩
釋
と 

顧
1

,
し

て

し

ま

う

こ

と

は

、

何

1

- b

て
も
鑛
と
檢
討
の
不
足
に
よ
る
述
斷
と
い
う
外
，は
な
い
。

 

‘

.
姐
し
て
マ
ル
ク
‘ス
は
坐
產
1
法
、-坐
^
,カ

の

概

，念

を

赛
&
技
術
と
同
巍
に
解
し1
い
た
1?
-
あ
ら
5
か
。
‘ー
體
、
技
術
說
を
取
る
ん
達 

は
マ
ル
ク
ス
の
坐
鹿
方
具
、
坐
產
カ
を
直
に
坐
產
一
要
共
の
意
に
解
し
て
、
そ
の
文
坐
產
要
具

-を

蓝

に

技

術

と

同

‘
ー

視

じ

て

い

る

ょ

デ

で 

あ
る
*が

、
‘報
し
て
マ
ル
ク
ス
の
意
味
す
る̂
こ
ろ
は
、
そ
の
通
り
で
あ
つ?:
か
ど
う
か0

埒
題
は
こ
、
に‘
る
Q 

.
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マ

ル

ク
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「

與
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宣
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社
版
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资
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敦
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姐

版
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y

ゲ
ル
ス「

シ
ュ
タ
ル
ヶ
、ノ
ぺ
ル̂.
慰
の
手
紙」

改
造
此
叹
マ 

以I

卜

は

總

て

同

販
d

似
し
課
文
は
必•ず

し

も

譯
、
' ; 

'ル
、ク
、ス• 

h

ぐ
ヶ
ル
ス
龜
第
二
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卷
1
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マ
ル
-グ
ス
の
^
う
坐
銜
方
法
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。

， 

ノ 

•

，

、
.

、
 

.

.た
れ
に
就
て
、4
、
ル
ク
ス
は
只r

坐
產
方
法
1

©
ち
人
間
が
‘そ
の
坐
活
資
斜
を
獲
得
す
名
方
法

」
「

坐
■

決
、
©
ち
生
產
力
が
そ
の

小
で
發
達
す
る
諸
關
係
尸
と
い
ぅ
だ
け
で
例
の
如
く
^

こ
に
ぎ
充
分
な
說
明
を
興
え
て
い
な
い
が
、
具

は

マ

，
ル

.
ク
ス
が
生
產
を
ど
ぅ
观 

解
し
て
い
た
か
を
見
れ
ば
自
ら
判
明
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ぅ
。

\ 

* 

,

へ':
.
-
.
;マ
；ル
グ
ズ_
-7
1

-

黑

論

！
.

{
:

集

：
{

.

卷
齋
：
五

事

■

働
抒
溉
寒
く
：
は

使

舊

條

の

生

歷

」

6 -
啦
_

茚

，成
丨
訊
細
：
に

^

產
を
分
祈
も
て'̂名
0
 

: 

1
~

歷
史
を
遗
り

」

傅
る?:
め
に
は
、'A
間
は
先
づ4^
き_
て
ゆ
く
こ
，と
が
で
脅
ね
ば
な
ら
ぬ
。
生
き
て
ゆ
レ
に
は
何
は
さ
て
，

®

き
，食、
/

と
、
飲
^
こ
と
、
住
ぅ
こ
と-
*着
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
從
て
最
初
の
歷

k

的
行
爲
は
、
こ
れ
ら
の
欲
望
を
滿
足
す
る
た
め
の
手
段
の 

A
產
、
；

：

®'
'^
物
質
：§
^
;活
枣
の
ル
©:
の
纸
瘫
史
$ :
る
$

生
_
に
於
ヤ
人
間
は
_
然
_
饊
奪
^

:
'
.
'使
ヵ
懷-#
^

坐
*

1/
-

->
.
-1
|

1

然
-«
/

を
人
類̂-
'

紙
望
滿
足.の
|:
^

1

2

:^

有
す.
.
'る
，時0

自
时
活»
.

で̂

り
，..
.人
類
と̂-
然
'̂
:

P-
:

.

間
に.
.

於
け.
る
、.'ff
c

-

. 

謝
機
能
の
ヤ
般
、的
條
|

で
あ
り
、
人
類
坐
俯
の
永
久
的
な
自
然
條
件
で
あ
る

.0

隨
つ
T

そ
れ
は
、
人
類
の
凡
ゆ
る
生
活
の
形
態
か
ら
獨
立

. 

:̂

る'
も
<?
>

'

い
寧
:^
€

の
凡
ゆ
：
る
社
翁
形
獨
浪
相
等

^,

,(
.典
爾
吡.
多
汝
噼̂

«
.耍
讀
七
;^
夺
货
の
；

典
；..：

2

-'
人
類
か̂;
:

的

奮
、

_

-ゝX

ル
ク
ス
が
努
働
を
'4
*

;-^

の
死
活
的
耍
因
と
み
て
-

い
た
ニ'
と
は
人
の
ょ
く
知
つ
て
い
か
所
で
あ
る
。
勞
働
は
先
づ
人
類
と
自
然
と
の
間

亡
於
げ
友
1
;霞

、裏
日
次
れ
'ば
>尤

類

象
||
1
'身
.の

奮

に

.よ^:
沈
自
然
と
0.
;
勅

！̂於

；̂
る
^

機
^

所
の1

行
程
で
あ
る
。
人
類‘は
一
.の
诣
然
カ
と
し
て
嘀
然̂
好
そ
の
も
の
に
對
忠
す
る
。
人-類
は
自
然
素
材
を
ば
彼
自
身
の
生
洱
に
使;|
] 

D

#
ベ
：陳
猶
で
^:
廉
せ
^
が
嚷
霉
_

:|
|
(身
0,
«
疆

1>
.免
时
浓
顧
麗
の
#
然

變

：̂

^
響
頭
淹
宇
ぞ
繼
轉
さ
#
^

働
は
自
然
素#

を
捕
.^

し
て
、
こ
れ
等
を
'

死
の
眠
か
ら
喚
び
醒
ま
し
，、
單
な
る
可
能
的
な
使

;|
]

價
値
か
ら'\
現
實
时
な
，
*

有
効
な
使)|]
«

 

値
に
轉
也
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

-

こ
れ
ら
，の
物
は
勞
働
の
火
に
裕
し
で
，、
使
胂
憤
値
卽

^

坐
活
手
段
或
は
炎
康
手
段
と
な
る
の
で
あ
る
。 

赞
働
は
必
，中
し
も
人
問
の
み
に

-©

有
な
も‘
の
で
は
ぽ
く'

動
物
に■
も
見
ら•
れ
る̂'
こ
ろ
で
あ
る
が
人
問
！

1

あ
つ
て
访
、
決

、

て
軍
な
る
本 

■

唯
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史
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け
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方
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-
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'喷
物
雄
觀
に
於
け
るs
產
方
法」

.
• 

r
>r
-勢

〜j

へ
問
殷
-' 

-

.

I 

三
六
* 

(

ニ
〇
、〕

能
が
^

^
で
は
な
く
ロ
的
意
識
的̂
動
で
あ
‘つ
て
、
こ
の
點
に
於
マ
、
蜘
蛛
ゃ
蜜
粹
の
勞
慟
と
は
极
本
的
に
相
違
す
る

g
 

' - 

，
人

間

は

、

そ

の

勞

f

j

楚

の

對

，
象

の

上

に

ん

む

け

る

0 

.

こ
の
對
象
が
卽
ち
勞
働
對
象
で
あ
る
。
こ
の
禮
働
對
象
、に
は

「

單
に
熒
f
 

.
よ
つ
て
地
議
と
の

I

的
結
合
か
ら
分
離
さ
れ‘る
と
い
ぅ
に
企
ま
る
も
の
、'黎

天

霞

然

に
.

|
す
|

」

と
既
に
多
か
、れ
少
な 

か
れ
人
，間
_勞
働
の
結
梁
,

物
と
の
ニ
麵
が
あ
る
。
、後
齊
が
抓
ち
原
料
と
呼
ば
れ
る
0
原
料
分
す
ベ
て
赞
働
默
象
で
あ
る
が
、
す

働

霞 

は

す

べ

，
て

取

料

で

あ

f

v

っ
譯
で
は
な
い
。®
働
對
象
は
、
、努
働
に.よ
つ
て
*.
化
を
受
け
た
と

き
玆

益

め
-
で

原

料

と

び

る

の
で
ら

る 

0(7
- 

V
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,
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、

、

：
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'

.

'と
こ
ろ
で
努
馨
は
そ
の|

畜
働
對
象
の
上
に
し
办
け
名
時
、
そ
の
勞
働
霞
に
自
己
の
S

を
傅
ゎ
ら
し
如
る
所Q

一
 

の
物
を 

使
州
す
る
。
勞
働
耍
典
が
こ
れ
で
あ
る
。
，
f

勞
f

瓦
と
は
勞
働
f

勞
働
對
象
と
の
肌
に
介
在
し
て
、
そ
の
物

g:

的
、，
化
學
的
®
 

に
よ
つ
て
：
前
1
の
た
め
に
前
者
”の
活
動
を
後
者
に
傅
へ
，る
物
、

g

ち
勞
働
^
補
助
§

意
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
：
こ
の
發
働
要
具
の
中 

I
は
0ノ
»Q

 

に
$
象
i

へ
，
る

所

の

、

隨

ひ

て

何

等

か

の

形

で

沾

動

Q

導
チ
と
レ

て

靈

ひ

所

の

諸
%

#

®t>
,狹
義
の
勞
ft 

要
：̂
と
そ
の
；̂

£

1
に
は
、
勞
傲
行
程
に
入f

の
で
は
な
.
-い
が
"
激
し
そ
れ
な
く
し
て
は
努
慟
行
程
な
る
も
の
は
全
然
行
は
れ
な
い 

ヵ
乂
は
+
塞

に

し

も

は

れ

得
^

;
所
の
諸
物
件
が
會
。
そ
し
て
斯

#
i
Q

勞

働

翼

中
"
齊S

S

的Q

もQ

と

い

•ぇ

鋈

張

り

七

也

で
 

あ
る
、/
通
し
土
地
は
勞p

背
に
立
ち
場
を
與
へ
、
勞
働
行
程
に
作
爪
部
面
を
與

〈

る
か
ら
で
f

o

.尙
0
こ
Q

M

Q勞
働
耍
ル
ハ
中
、

无 

に
發
働
の
媒
介
を
受
け,?
:
物
の
例
'を
擧
げ
れ
ば
、
勞
働S
物
、
p

^

>術
路
等
が
Vそ
れ
で
あ
る
0(8
. 

ノ

ヵ
く
の
如
く
人
* :
0*
蕩

は

、
勞
働
行
程
に—

て
"
勞

働

要

及

の

助

け

に

よ

ち

敁

初

か

ら

企

|§
|
'
し

て

い

た

變

化

を

勞

慟

対

象

の

上

に 

R

へ

る
づ
，玆
に
生
產
が
行
は
れ
る
。1
の
成
处
が
f
鹿
物
で
あ
か
、
使
祀
價
値
で
あ
る
。
こ
へ
の
全
行
程
を
結
艰
た
.る

坐

痛

物

の

立

-
場

ト 

らg

察
す
れ
ば「

努
儆
對
象
も
勞
働
要
具
レ
坐
藤
の
手
段
と
し
て
役
立
づ
铲
の
^
あ
る
。
か
く
て
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
兩
者I

鐘

對

m

I

I、.

I：

:r

!：
I I

丨ぐ
i ''ハ'.

象
と
穷
働
耍
：$——

’を
^

@
し
て
坐
康
乎
段
と'1
¥
ん
で
い
る
(1
0°

-

’
- ^

に
述
べ
た
所
に
ょ
つ
て
魟
に
»

取
-§

れ
，る€

ぅ
に
、'
マ，
ル
タ
ス
の
^

働
要
具
、の
概
念
は
、
拔
術
の
通
念
ょ
り
遙
か

I

輯
義
の
レ
の
で 

喃
る
。
名
き
に
述
べ
?:

マ-
ル
タ
ス
の
狹
赣
の
勞
働
耍
其
が
技
庫
の
通
念
に
該
當
す
る
も
，の

4

見
て
浚
支
へ
な
い
か
ら
、
彼
，の
勞
働
耍
界
の 

概
念
が
波
術
の
通
念
ょ
り
遙
か
！

i

廣
い'
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
廣
義
の
勞
働
耍
具
に
含
ま
る
、
土
地
、

'

建
物
、
動
物
"
街 

路
、
運
河
等
を
技
術
と
看
做
す
ニ
：

^

4

、
ど/
っ
見
て
も
不
稳
當
で
は
あ
る
あ
い
か

:°
,

设
に
、、マ
.

ル
ク
ス
の
い
ぅ
度
產
手
段
は
>

 

さ
ぎ
に
^
ベ 

•

た
や
ぅ
に
、
'

资
働
要
具
と
努
働
對
象
と
を
併
せ
含
む
も
の
で

.

あ
る
か
ら
、
も
つ
と
包
括
的
の
も
の
で
あ
つ
て
、
技
術
概
念
の
肉
容
と
の
間 

に
大̂

の
距
離
が>

る.
こ
と
は
、
ー
觅
し
て
期
か
で
あ
ら
ぅ
。
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坐
勝
の
第
四
心
耍
因
と
も
言
、ゐ
ぎ
企
考
冢
を
輕
視
し
て
い
た
0
‘併
し
.、
彼
が
、企
業
家
の
機
能
の
木
質
を
充
分

g
:

解
し 

て
い
?:
こ
と
は
言
ぅ
嗦
で
も
な’い
。
扇
業
家
の
報
酬
の
时
題
に
關
し
て
似
、
或
時
チ
し
れ
を
是
認
す
る
が
如
べ
又
或
時
钴
れ
を
杏
認
す 

る
が
如
く
、
そ
の
態
度
は
必
す
じ
も
マ»
し
.で
い
な
^
ヴ
?:
ょ
テ
で
あ
る
。
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械
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と
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寸
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は
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ユ
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；
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。
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蒙
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械
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櫞
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條
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得
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。
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ソ
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ら
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。
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濃
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あ
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あ
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さ
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あ
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、
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知
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。
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。
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れ
る
技
術
的
方
法
を
含
む
ば
か
中
で
な
く
、
も
つ
、上
遙
に
廣
汎
な
も
の
で
あ

^
。
坐
適
方
法
-が
歷
史
發
展
の
基
礎
で
あ
る
と
い
ぅ
マ
ル
ク 

k
,の
主
張
を
歷
史
の
扮
術
的
解
釋
と
見
る
こ
と
は
、
決
し
て
マ
ル
ク
ス
令
芷
鄉
す
る
も
の
と
は
言
え
、な
い

0 

.
唯
物
史
舰
の
意
圖
す
る
と
こ'

.

ろ
^
か
つ
と
廣
^
な
も
の
で
あ
-る
と
思
ぅ
。
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ル
ク
ス
3
火
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社
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活
の
す
ベ
厂
の
關
係
及
び
變
化
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決
定
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極
め
要
因
を
或|

1

產
力
と
呼
び
、i

晶

は

_

方
法
と
稱
し
て
そQ

I
Q

統 

一
t

な

か

つ

忘

で

、
歷I

展Q:

中
I
 

ノ
產
力
と
生
庵
方
法
と
の
！
完
素
が
同
格
的
に
裳
す
る
の
で
は
な
い
か
'ど
の
f

を
f

せ
'て
'い
る
r
ぅ

で

あ

る

が

、

然

し

マ

ル

ク

-
ス
ー
や 

眞
意
は
決
し
て
そ
づ
で
老
い
。

マ
ル
ク
ス
に
ょ
れ
ば
坐
產
方
f

生
席
力
と
は
二
つ
の
異
つ
，1

體
で
ゎ
な
い
。•そ
れ
はh

ハ
'
•一
の
も
，
 

の
を
異
つ
た
光
で
见
た
も
の
で
、
實' ®
は
一
つ
で
あ
る
。
爆

は

洽

；

C0

形

式

と

內

容

と

の

園

係

で

あ

る

。

坐

產

方

法

と

は

、

生

.沾

資

料

を 

.
_

V

Mた
め
に
、
結
合
4

る
聲
素
の
總
體
を
代
康
す
る

I

の
總
稱
、名
辭
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
生
產
カ
J
は
、
直
接
に
こ
れ
等 

,
の
S

甚

稱

す
f

 Q
?

る
。
前
者
は
、
集
合
的
、
有
機
的
単
位
を
指
し'
 
後
m

燦

す

る

部

分
I

味
す
f

の
で
わ 

る
。
.生

劈

は

盡

方

法

を

權

、成
す
；
る

素

材

で

あ

り

、

そ

れ

ぶ

、

肉

と

■政
と
外
貌
を
與
I

f
、の
で
；̂
つ
て
、
總
て
の
生
席
方
法
は
そ
の 

弁
在
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こ
れ
に
先
在
；̂
る
生
產
力
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食
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の
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あ
る
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達

力
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方
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函
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あ
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史
的
麓
形
態
に
依
て
條
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付
け
ら
れ
七
ふ
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で
t

こ
•
と
を
認
明
す
る，p
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ベ
て
い
る
。
だ
か
ら
現
亦
盆
康
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'

が
矛
聚
て
あ
れ
は
、
そ.の

盤

と

し

て
^ -

舱
方
法
飞
.亦

籍

米

激

で
^
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カ

が

成

熟

し

て

、"そ
の
性
格
を
變
ず
れ
ば
、
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方
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洗
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の
次
の
一
句
ド
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も
ょ
ぐ
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の
關
係
を
傅

^

て
い
る
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新
な
る
坐
產
力
の
獲
得
と
共
に

V

人
間
は
、共
の
坐
席
：方
法
を
變 

じ
"

生
康
方̂T

@i

ち
そ
の
坐
沽
資
料
を
獲
得
す
'

る
方
法
の
變
化
と
共
に
、
そ
の
凡
ゆ
る
把
會
關
係
を
變
化
す
る

-
0 

.手
挽̂

は
封
建
諸
俟
； 

を
戴
く
社#

を
坐
じ
、
蒸
氣
製
粉
機
は
エ
業
資
木
家
を
有
す
る
社
會
を
坐
む
の
で
あ
る

」

<3

こ
れ
に#

っ
て
生^.
;

力
O '
概
念
が
マ
ル
ク
ス 

の
體
系
に
於
て
如
何
七
1|
1

要
な
地
位
を
ト
1

め
る
か
が
充
分
に
热
像
さ
；れ

4

と
思
ぅ
。
、
マ
ル
ク
ス
の
祖
述
者

S

批
評
家
も
、ご
の
取
餿
を
認
め

r
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な
い
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は
辦
ど
な
い
と
'

い
っ
て
いZV
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ト
ゃ
ツ
ガ
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バ
ラ
ノ
ゥ
ス
、
キ
ー
等

の

如

き

^
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«
-
?:

る
マ
ル.
：ク
ス
批
評
家
が
特
ぼ
坐
蓝
力
、
 

概
念
の
分
析
と
究
盼
に
多
大
の
關
心
を
寄
せ
た
の
も

‘

、
こ
れ
、が
た
め
t

あ
っ
た。、
.

,
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、

-
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'

坐
產
カ
と
は
何
で
あ
る
か
。
如
何
な
ん
杓
容
を
も
っ
も
の
で
あ
各
か
パ
こ

’

の
間
題
に
入
る
前
に
、
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
概
念
•を
何
處
に
得

,
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&
の
で
あ
る
か
に
就
て
一
寸
觸
れ
て
置
き
た
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マ
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そ
の
濟
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經
濟
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批
判
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の
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文
が
こ
れ
ま
で
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祺
攻
の
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學
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根
學
、
史
學
か
ら
經
濟
學
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硏
究
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轉
じ
た
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々
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の
動
機
のj

っ
が
、
當
時
ド
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で
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し
た

r

自
巾
贸
易
と
保
^

^
稅
に
關
す「

る
論
,」

,*

で
あ
っ
た
1
言
っ
て
い
る
0
こ
れ
に
就
て
想
‘

(

ひ
爽
浼
イ
養
難
ボ
減

：

|

凝

同

■
が
道
懸
藤^

蕾
舅
每
れ^^

リ
グ
ヒ*
リ
ス
ト
が
保
謎
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急
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錄
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あ
っ
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あ
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れ
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觀
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淹
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質
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つ
て
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に
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神
的
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質
的
手
段
で
；
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敎
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。
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.
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概
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ノ
ス
ト
た
け
で
-^
く
當
時
パ
マ
ル
ク
ス
が
旣
に
硏
究
に»
手
じ
*て
い
す
ス
ミ
ス
や
リ
ヵ
ル
ド
や
英»
の
社
會
主
«
者
で
あ
っ
て
、
殊
に
ス 

ミ
ス
や
リ
ヵ
ル
ド
に
一
坐
產
力

」

の
表
瑰
が
頻
り
に
使a
さ
れ
、
，マ
ル
ク
ス
自
身
が
こ
れ̂
a
識
•し
て
い
fZ
，
こ
と
は「

W
學
，の
貧
®

」

や 

-
「

資
本
論」
に
於
け
る
則
州
を̂

て
も
叨
^
で
あ
る
广
兎
^'
^
 

V

ル
‘ク
.ス
が
、

れ
等
の
人
々
か
ら
生
産
力
の
觀
念
を
敎
ぇ
ら
れ
た
こ
，
 

と
は
疑
を
浮
れ
ぬ
所
で
か
ふ
ぅ
。
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•

然
ら
ば
、
こ
の
生
產
力
の
概
念
は̂
ル
ク
ス
、に
於
て
|
織
何
を
意
味
す
る
か
、
例
に
ょ
っ
て
マ
ル
ク
ス
は
、
-
rこ
'に
も
い
こ
れ
に
就
て 

明
^-
な
說
吸
を
圾
ぇ
て
ゎ
い
な
い
ド
わ
の
上
に
そ
の
相
法
の
複
雜
多
様
で
あ
る
こ
と
は

^
べ
許
り
で
、
'到
庭
さ
き4
T
坐
带
方
法j

の
場 

<n
と
こ
ろ
て
は
,̂
く

' «
し
ャ
、
何
れ
が
彼"の
眞
意
で
あ
る
贫
、
そ
の
判
定
核®
だ
困
雛
で
あ
づ
て
、
流
石！；

2

•マ
ル
ク
ス
主
ぎ
者
間
に 

於
て
さ
へ
も
困
惑
の
色
が
深
く
先
问•の
、「

放
縦」

を
只
管
酿
鏠
す
！ >

と
に
腐
心
'^
'

I
い
る
有
様
は
寧
ろ
痛
々
し
く
さ
へ
見
ぇ
る。
, 

ノ
ィ
ン
リ
ッ
ヒ
•
ク
‘ノ
ー
敎
授
や
河
上

g
f
g

士
の
場
合
が
そ
の
ょ̂j

例
で
あ
る0

ル
.
ク
ス
は
才
卻
に®
ま
れ
て
は
い
た
が
、
明
致
な
理 

能

力y
e
l
n
d
e
s
c
h

還
ノ
を
缺
い
て
い
た
と
い
ぅ
ロ
ッ
シ
ャ

r

や〜
V
、G

ト

の

，批

評

が

決

し

て

根

據

の

な

い

o
こ
\
は
以
下
述
べ
る 

と
こ
ろ
に
從
つ
て
次
第
に
判f

る
こ
ヒ
と
思
ぅ
。

' 
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一

： 

•

先
っ
穿
か
付
く
こ
と
.は
、

マ
ル
ク
ス
が
坐
產
ヵ

(produktivkraft, ,produktionsk

v«ft) 
'と
い
ぅ
富
集
を
全
く
異
っ
亡
ー
一
っ
の‘
 

遣
補
f

.
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.

.
: 3
;t
で
: ^
_

:
« -
0
潰
機
に
雜
實
姻
灘
眷■
务

、
■

苯
ハ
さ
れ
歡
員
さ
れ
る
麵
々
な
諸
力
の
軸|稱

で

あ

っ

、
て

、

-多

く

の-4
}
合

、-マ
ル
ク
ス
は
こ
れ̂.
生

產

諸

ヵ(
p
r
o
d

a'k
t
i
v
k
&
t
e

又
'
,
 

は
'Fr

o
d
n
k
t
i
o
n
s
k
r
g
i
t
s

と
複
數
孩
に
眇
ひ
て
い
を
。
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笫

ニ

の

麗

の

蠢

力

と

は

、
特

審
CD
,勞

働

が

財

貨

を

生

產

.す

る

効

率

の

意

で

^
っ
て
、
そ
れ
は
努
働
の
生
纆
、
生
産
度
へ

Pr6- 

d

u

k-l
s
t
, 

p
r
o
d
d
c

至

t 7
)

又
は
勞
働
.の
生
産
能
.力

，

(

.甘

d

B,-
s

i

o

B

f
紫g

e
n
d
e
r
.
,
.
l
e
i
t
、v

上
い
う
の
と
.同
じ
意
味
で
あ
る
。

第
一
の
意
豐
於
け
る
坐
劈
は
絕
對
的
の
大
き
さ
を
示
す
に
，反
し
い
第

|

一
 

の
、意
味
に
於
け
る
坐
產
カ
は
相
對
的
の
大
ぎ
さ
を
示

^:
0
 

. 

_

_

_

湛
1

9

_

_

1 ;
^

^

裁
_

に
：
_

«;
:

_

1:
:

«:
:

^

^

.

_

_

^

第
.

一.

鹛
の
生
'產
カ
と
第
二̂

の
生
產
力
と
は
、
.、
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
'別
個g

概
念
で
あ
f

と
に
.注
意
を
奥
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
一

つ

-<
7
)> ^
名
^
^
の̂
概
念
は
如
^

#
互
に
0
的
な
關
速
を
も
<0
て
ぃ
る
0
マ
ル
ク
ス
社
、
こ
れ
等
を
相
互
に
因
*
關
係
に
あ
る
も
の
と
見
て

.

.
い

る

。

.
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i
:
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f
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し
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「

或

る

生

產

竽

段

の

if
大

馨

働

属M

力

耀

籍
_

紅
り
、
船
O'
生

'酿
我
■
敲

ル
^

マ 
一！
一
フ
ァ
ク
チ'ド
ァ
的
分
業
と■

の
^

^

と

芯

ょ

り

て

、
，
同

.
|
,

時
間
に
お
多
辕
の
原
料
が
加
，エ

'さ
れ
、
隨
.つ
て
、_
4ト
冬
1:
.
の

原

钟

及

か

.
助

成

梭 

承

沒

側

行

辟

，
に

入

る

AT 

Vぅ
如
き
は
、
努
働
生
座
カ
^

!
の
結
架
な.の
で
あ
る
。
他
方
に
ま̂
凉
用
^

や̂
^

働

家

畜

や

鑛

肥

料

や

排

水

赞

な

'
ど 

.の
，_

,.
.
'
.
势
雇
生
遽
カ
鍾.の
條
件
で.

$

0

€

.靡

漏)

の
-©
は
か
勞
■

適
^
の
^

^
言
鐘
梂
丈
本
め
：で̂
る
：

」

せ
で
‘、■

(

致

: ,
:
、
 

\
:
'
.
:

:'
s
v:o
—

.#
■

姑
^

>
措
钱
_

»

_®'
^:
或
ゆ
決
■

素
^g

 
霉

L

る
と
こ:^
'

の̂

產
カ
の■

念
が
、
上
ぶ
逾
べ
?:

第’
一
義
の
生
產^

の
觀
念
で
あ
る
こ
と
は
言
ぅ
ま
で
も
な
ぃ
所
で
あ
も
ぅ
。，

,
广1〕

资
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讚
#

史

氣
の
悲
本
觀
念
た
，
る

^

|

^

カ
郎
ち
，富

の

社

會

的

生

產

行

程

、
に

利

用

-§
れ
る
諸
|1
(

の
カ
'
の

雜

稱

た

名

所
1«
^

產

諸

カ

.
と
，
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觀
に
於
け
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カ
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唯
物
史
觀
に

.

於

け

る

「

生
康
方
'

法J

 

.「

生
產
ガ

j

の
-
問

題

.

.
ノ

：

 

•

;

.

こ
五0 

、
、

(
1

三
5

-

 

沿
、
ホ
%
的
ボ
如
何
な
る
も
の
を'指
す
も
の
で
あ
ら
ぅ
か
。
こ
、
で
：も
亦
吾
々
は
マ
ル
>
,ス
，の
»

^

中̂
に
散
*
す
る
斷
^
#
句
を
收
拾

ふ
^

^

_縣

：；：■
產
黨.

宣
言
，に
日
く
、
 

• 

, 

、

•
' 

, 

■ 

 ̂

^

ン
.

.... I 

■ 

• 

/ 

、
-

A

、

:

:
.':
.
'
;
'
.

:.
5
:ル
^
巧
:!
7
,
:
-
淑
廣
か
百
萍
ほ
ど
の
階
級
的
支
顒
に
於
て
ハ
：

.：
：
！
劫

：の
過
去
の
時
代
を
合
せ

た

^
^
も

f

層
多
量
な
、ッf

層
百
大
t
里
乾
力
を6

<;( 

り
吡
し
た0
自
然
力
の
征
服
、1

>
工
業
及
び
農
業
へ
の
化
舉
の
應}!
]
、
汽
船
、
灣

®
信
、.
全
世
源
各
她
の
®
!
、
地
下
か
ら
魔
術
で
呼
び
出
さ 

れ
た
金
人
口 .

と
：の
：.ょ
.ヵ
な
生
產
^;
が
社
磨
的
勞
働
の
^
部
に
眠
つ
て
、
い
ょ
ぅ
と
は
前
代
の
誰
が
豫
想
し
た
で
あ
ろ
ぅ
か

」

(1
0 

.

.

.

「

14
-
學
の
食
困」

に
も
"
坐
鹿
カ
の
意
味
を
亦
唆
し
た
次
の±-
.
>取

ー

家

が

あ

，る

。

、，

'

'

> •
,

「

ブ
.デ
メ.ト
イ
ス'が
吾
々
に
、
，
人

顧

.の
，坐
爺̂
を
附
加
.さ
せ
名
所
の
分
業
、：1

.
の
應
用
、
自

然

力

、
や
科

f

の
利
用
を
；敎
へ
た
限
り
に
於
て
は

…
…

 

こ
の
新
し
い
、ブ
ロ
 
メ
ト
イ
ス
，
は
遺
憾
な
が
ら
餘
り^:
來
か
た
が
遲
か
つ
た

」

C2
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.
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.
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  ̂
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3 
-

こ

れ
T
見

る

と

、

坐

產

力

の

中

に

は

ノ

自

然

(

技

術

を

含

む

坐

遴

要

具

の

外

に

人

問

や

科

學

ま

で

も

含

ま

れ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

？
 

郎

ち

物

質

的

要

素

だ

け

で

な

く

、

人

間

^ .
科

學

等

の

精

神

的

耍

素

ま

で
^

併

せ

含

ま

れ

て

い

る

こ
.と

々

看

逃

し

て

は

な

ら

ぬ

。

こ

の

ょ

5
 

な

章

句

，
^
方

.々

に

見

出

さ

れ

る

。'

「

機

械

は

一

つ

の

生

產

カ

に

す

ぎ
^

い」

C3
V

言
.ぅ
か

と

思

え

ば

「

發

働

考

の

存

立

ば

一

個

の

單

な

る
 

坐

產
A

と

し

て

ょ

り

外

に

は

惯

値

は

が

い

」

C4
U
と

人

間

を

生

產

カ

規

し

、

更

に

「

あ

ら

ゆ

る

坐

直

要

具

の

中

で

、

最

大

の

坐

達

力

は

革

命
 

的

階

級

そ

れ

构

身

で

あ

る

」

(5
と

"

同

じ

く

人

的

要

素

を

生

產

力

に

数

へ

、
，
又

分

業

や

協

業

の

如

き

勞

働

の

、
紺

織

を

も

坐

產

カ

と

见

て

い
 

る

。

「

協

業

及
W

分

業—

依

つ

て

與

忒

ら

れ

る

坐

產

カ

は

资

本

に

と

つ

て

#

等

必

赀

用

と'は

な

ら

ぬ

。

へ

そ

れ

は

社
#

的

努

働

のk

然

カ

で
 

あ

る」

C6
0

マ

ル

ク

ス

が

满

神

別

分

子

.で

あ

る

科
_

お

色

亦

坐

廣

カ

と

碧

做

レ

て

い

る

こ

と

は

「

科

‘學

を
-勞

働
i

別

個

の
'
坐

產

カ

と

な

し

、 

i

れ

を

資

本

に

部

任

せ

し

む

る

，と

こ

ろ

の

近

代

ェ

業

云

々

」

(7
と
'い

う「

資

本

論」

一

句

が

端

的

に

證

し

て

い

る

。

、

義 

>名

'<
|
:;3
;
_
;
;
の̂
_
々
冗
^
論
て
_

る
犠

惑
し
、
艰
て
は
匙
を
投
奵
て
し
ま
つ

■
K
L

る
様
で
あ
る
が
、
そ
れ
は̂

^
、銃
一
が
な
く
又
統
、一
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
銃
一
を
水
め
、
矛 

■盾
の
中
に
_
和
を
水
め
よ
う
'^
す
る
，
無

理

か

ら

當

然

起

る

も

の

セ

，あ

る

。

.私
は
思
う
、
ハ
 
>
れ
等
ひ
奪
句
は
何
れ
も
マ
ル
ク
ス
の
眞
意
で
あ 

■

、--
:
.
-
言1--
七
衆
れ
&

::
;
:
>生

產

：
ヵ0.;
.电
1
:
然̂
_

，

«

の
坐
產
に
必
要
な0
然
與
及
び
人
問
典
の
諸®-
力
を
物
心
雨
要
素
を
併
せ
て
含
ま
，せ
る
と
い
う
の
が
、
實
に
マ
ル
ク
ス
の
偽
は
，ら

W

•る
意
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.
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.
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.
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;

圖
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
豫
め
唯
物
史
舰
の
首
尾
を
慮
ヴ
て
、
マ
ル
ク
ス
の
種
々
の
發
言
を
取
拾
す
る
こ
七
よ
り
も

"
そ
’
れ

等

の

も

の

を 

有
る
が
儘
に
觀
察
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
必
耍
で
あ
る
。
か
く
解
釋
す
れ
、ば
岡
題
は
意
外
に
簡
單
で
あ
る
。
、
そ

-,
で

彼

の

坐

產

カ

概

念

：か 

単
な
る
物
質
的
性
質
の
も'の
で
は
な
く
、g

神
的
要
素
を
も
含
む
も
，の
，で
あ
る
こ
と
が
判
明
.し
?:
譯
で
あ
る
。
こ
の
點
が
特
に
記
憶
す
ベ 

き
大
切
な
祺
柄
で
あ
る-o
そ
し
て
、
こ
の
私
の
見
方
が
公
屯
な4
の
，で
-あ
つ
て
、
決
し
て
，マ
ル
ク
ス
を
誕
う
る
.所
謂
俗
學
的
否
仙
で
な
い 

こ
と
をj

暦
は
つ
き
り
さ
せ.る
た
め
に「

マ
ル
ク
ス
不
_」

(
M
a
l
x

 

infallible)

を
高
調
す
る
-マ
、
ル

ク

スIS
1
流
の
中
、
特
に
前
記
ク
ノ 

1
敎
授
と
河
上
浓
博
士
の
主
張
に
觸
れ
て
镫
き
た
卜
。
ク
•ノ

ー

は

言

う、' 

\

,

'
.

;

、
-
•■'
.
、
....., 

.

.

.
' 

へ

：
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.
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.

'
■

-■„

■■
■
..
.
.■'
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'
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.
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-
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、
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■
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•
 

.

/■
:;
:?
;ル
.グ
#
の
凫
解'に

よ

祭;-
'
茬

產

カ

无

ば

善

的

連

零

槌

：に
刹
用
表
れ
る
尤
ぺ

:^
$
カ
、

#

沃灌
：： P

技■

の
^
|
,
で
本
名

''
;9;

_
つ
セ
也
產
为
睽
比
彻
盼
士
人
的
ぉ

- 2
:
:
1

菌
％
奮
ャ̂

:

,

1

:

务

；ぬ
,̂

抓
ば

『

人
間
の
.奮

为

で

あ

る

.:
;
-0餐
.

こ
找
に
ほ
純
肉
蹬
的
勞
雙
处

^

 

八
'

:
-/
.
.
-沒
，

* 

マ
.
ル
ク
/
ス
の
坐
產
カ
の
^

茶
に
物
心
雨
要
#

の
併
び
存
す
る
こ
と
を
忠
實
な

•

マ
，ル
ク
ス
主
義
货
が
認
め
て
い
る
點
が
大
切
で
あ
る

C

 

河
上
博
，

分
称
は
タ
ノ
ー
敎
授
の
そ
れ
よ
り
敗
段
進
ん
だ
、
充
分
倾
聽
に
惯
す
る
も
の
、で

—

あ
る
が"

i
:

博
士
は
、
マ
ル
ク
ス
の
並
產 

概
念
を
左
表
の
如
く
分
析
さ
れ
て
い
る
。
'

‘

一
、
人
間
に
よ
つ
て
占
有
さ
れ?:
る

自

然

力

采

カ

、
風
カ
、
等
々

)

. 

,

へ

J 

i 

'

■

4

ヽ
_ 

,

,

、¥

物
班
觀
に
乾
け
，
る

r

生
產
方
法
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.

f

生
產
力
；
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s
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の
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パ
’
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.，ニ'
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:
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,
s

) 

:

|(

.

ほ_
>

:

自
然
カ
と
七
て
め
久
間
，

(

^

§

象
め
數
、
-

そ
が
體
貧
等
々
，

)

•!
. 

,

•
:

 

,

、
■

.

,
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§

f

 

f
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,
it
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、
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間I
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:

■ 

. 

. 

. 

•

.

:

,

:

:
 

'
.

へ

与

萎

篇

办

饕

镫

織
■
:
々
>

|

|

等
々

ー：：|

)

|

の
_

育

1

1

遭

* '
濯

_

1

_

_

^

^

^

^

,
.'1
■

.

.
' 

;
'.
'((

士)

.

.糨

神

的

生

産

物(

科

•學
ン
：

，
、
-

* 、
 

,
 

、
 

• 

•
 

類

法

く

則

と

し

て

、
マ
ル
ク
ス
が
生
產
力
のI

、
こ
I

於
て
大
f

れ
て
い
る
と
？

こ
れ

t

 

i

析
f

 
i

f

い
こ
と
l

i

ゎ
I

.

1
'h
l

i

 

f

 

f
芸

生

|

繁

％
如
何
に
多
義
的
且
つ
藝
的l

る
か
I

れ 

' 從

づ

.

：
.

. I
f

ぃ
バ
レ'

 

く

バ

ル

ト

、
ハ
，
ン
セ
、
ン

等

の

|

說

|

、
|

は

？

共

に

、

ゴ

n

l i
; lf

.

■

ヴ

H

者

r

T

l

i

に

寒

备

と

は

ぃ

l

i

t

。

臂

こ

、
I

人

む

"

.

そ
れ
は
唯
蜜
觀
そ
？

の
の
？

こ
と
？

郎 

1
4
、̂

 

f

f

?
知
I

故
の
分
祈
の
示
す
ょ
ぅ
に
、

果
し
て
物
心
：

f

要
素
か
S

成
力
れ
で
い
f

の
と
す
I

、

f

ち

ぃ

漏

 

謙

 

_

^

u

i

l

l

l

l

f

 

然
し 

f

 

I

I

,

こ
i r

u

p

_

_

漏

■

■

鍺

p

p

a l
p

*
.
.
:
• 

. 

〜

- 

• 

:
•
. 

'
v
.
'
v
. 

.. 

/fr 

.

.

.

な
心

理

が

マ

ル

ク

ス

を

產

し

て
で
？

い
か
I

す

。
い
づ
に
し
て
も
こQ

ょ
|

>
ル
V

K

e

lさ
か
ら
、
f

な
誤

解 

、
が
生
れ
た
の
て
あ
り.
又

こ

、

に

唯'#
?
史

觀

の「

ア
井
レ
ス
の
踵」

、分
存

在

す

るこ
と
は
疑
ひ
な
い
。
そ
こ
で
、-
こ
の不

徹
J®
さ

に
着
洱 

し

て
，
こ
の
穿

力

の

内

容

か

ら

耥

，

的

耍

索

を

拾

象

し

"
«

'
 
.こ

れ

を

物.®
的
要
害
け
に
局
限
し
て
し̂-
',
つ
て
、
以
て
唯
物
史
觀 

,

の「

ア
キ
レ
ス
Q

Mt-
1
.を
補f

し
ょ
ぅ
と
す
^

一
 

部
の
八
々
の
努
力」

が
生
れ
る
。
ッ
-ガ
ン
.
、バラ
ノ
フ
ス
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